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喫
煙
は
、
人
体
に
さ
ま
ざ
ま
な
健
康
被
害

を
及
ぼ
す
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
す
。
そ

こ
で
職
員
の
健
康
増
進
を
図
る
た
め
、
禁
煙

対
策
啓
蒙
の
提
案
が
あ
り
、
平
成
27
年
1
月

に
、
全
職
員
対
象
の
喫
煙
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
、
禁
煙
の
意
思
の
あ
る
職
員
に
対
し
て

禁
煙
外
来
の
受
診
へ
の
援
助
を
行
う
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

職
員
の
喫
煙
率
は
男
性
36
％
、
女
性
19
％

で
あ
り
、
平
成
26
年
度
の
厚
生
労
働
省
調
査

の
喫
煙
率
と
比
較
す
る
と
男
女
共
に
平
均

を
上
回
っ
て
い
る
結
果
と
な
り
、
女
性
は

倍
以
上
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
ま

た
禁
煙
の
意
思

が
な
い
「
無
関

心
期
」
の
割
合

が
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。「
無

関
心
期
」
の
喫

煙
者
に
禁
煙
に

つ
い
て
関
心
を

も
っ
て
も
ら
う

に
は
、
何
よ
り

も
医
療
従
事
者

に
よ
る
助
言
が

効
果
的
で
あ
る

と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
働
い
て

い
る
場
が
病
院

と
い
う
こ
と
か
ら
も
積
極
的
に
繰
り
返
し
禁

煙
の
啓
発
を
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
段
階
に
合
わ

せ
た
働
き
か
け
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

タ
バ
コ
は
、
肺
が
ん
や
心
筋
梗
塞
な
ど
の

重
大
な
病
気
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

習
慣
的
に
喫
煙
し
て
い
る
と
ニ
コ
チ
ン
依
存

症
に
な
り
ま
す
。

［
ニ
コ
チ
ン
の
作
用
］

①
脳
に
は
ニ
コ
チ
ン
が
結
合
す
る
と
快
感
が

生
じ
る
受
容
体
が
あ
り
、
タ
バ
コ
を
吸
う
と

ニ
コ
チ
ン
は
肺
か
ら
血
中
に
入
り
脳
に
達
し

ま
す
。

②
ニ
コ
チ
ン
が
受
容
体
と
結
合
す
る
と
快
感

を
生
じ
さ
せ
る
物
質
（
ド
パ
ミ
ン
）
が
放
出

さ
れ
ま
す
。

③
さ
ら
に
も
う
一
度
タ
バ
コ
を
吸
い
た
く
な

り
ま
す
。

①
〜
③
を
繰
り
返
す
と
イ
ラ
イ
ラ
な
ど
の
離

脱
症
状
が
起
こ
り
喫
煙
を
や
め
ら
れ
な
い

『
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
』
に
な
り
ま
す
。

　

ニ
コ
チ
ン
依
存
症
は
、
薬
を
使
う
と
比
較

的
楽
に
や
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
病
院
で

処
方
さ
れ
る
薬
に
は
ニ
コ
チ
ン
を
含
ま
な
い

飲
み
薬
と
ニ
コ
チ
ン
を
含
む
貼
り
薬
が
あ
り

ま
す
。
飲
み
薬
の
場
合
の
費
用
は
、
2
〜

3
か
月
通
院
す
る
と
し
て
、
病
院
に
支
払

う
金
額
が
約
6,
0
4
0
円
、
調
剤
薬
局
に

支
払
う
金
額
が
約
1
3,
6
2
0
円
に
な
り

ま
す
。
4
3
0
円
の
タ
バ
コ
を
1
日
1
箱

吸
う
と
し
て
計
算
す
る
と
、
同
じ
期
間
に

2
4,
0
0
0
円
〜
3
6,
0
0
0
円
か
か

る
の
で
、
禁
煙
に
成
功
す
れ
ば
タ
バ
コ
代
を

別
の
こ
と
に
使
え
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
2
4
1
件
中
、

喫
煙
者
が
22
％
、
そ
の
中
で
ニ
コ
チ
ン
依
存

症
が
7
％
い
ま
し
た
。
今
更
や
め
て
も
遅
い

と
考
え
る
方
も
い
ま
す
が
そ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
禁
煙
し
て
1
か
月
後
に
は
効
果
が
出

始
め
ま
す
。
職
員
本
人
が
禁
煙
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
本
人
の
健
康
増
進
を
図
る
の
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
家
族
等
を
受
動
喫
煙
か
ら

守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
「
1

回
の
禁
煙
の
試
み
で
生
涯
禁
煙
者
に
な
る
こ

と
は
ま
れ
で
、
7
年
〜
10
年
か
け
て
平
均
3

〜
4
回
の
試
み
を
経
て
禁
煙
者
に
な
る
」
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
よ
り
良
い
医
療
を
提
供

す
る
た
め
に
、
ま
ず
は
職
員
が
健
康
で
あ
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

（
総
務
課　

桑
名
彩
矢
）

細木病院グループは、国の次世代育成支援一般事業主認定と
高知県次世代育成支援企業の認証を受けています。

病院職員の禁煙への取り組み
～増やそう卒煙者～
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あなたは現在タバコを吸いますか？
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自
動
車
業
界
は
今
、
電
気

自
動
車
や
自
動
運
転
技
術
の

搭
載
な
ど
で
大
き
な
転
換
期

を
迎
え
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
最
近
、
テ
レ
ビ
で

自
動
車
に
関
す
る
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
を
よ
く
目
に
し
ま
す

が
、
数
十
年
前
に
は
な
か
っ

た
自
動
ブ
レ
ー
キ
も
今
は
め

ず
ら
し
く
な
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。

　

こ
の
た
び
、
細
木
理
事
長

か
ら
、
ダ
イ
ハ
ツ
工
業
株
式

会
社
の
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー

の
方
々
と
通
所
サ
ー
ビ
ス
に

お
け
る
介
護
送
迎
車
に
関
す

る
意
見
交
換
の
機
会
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
1
月
22
日
、

福
岡
県
や
大
分
県
の
ダ
イ
ハ

ツ
九
州
株
式
会
社
の
開
発
部

か
ら
6
名
、
高
知
ダ
イ
ハ
ツ

か
ら
1
名
の
専
門
職
の
方
々

が
細
木
病
院
に
来
ら
れ
、
在

宅
部
か
ら
デ
イ
ケ
ア
や
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
職
員
5
名
が
参

加
し
意
見
交
換
を
し
ま
し

た
。
車
に
関
す
る
規
定
に
つ

い
て
、
私
た
ち
は
素
人
で
す

が
、
高
齢
者
の
送
迎
を
日
常

業
務
と
す
る
中
で
、
安
全
性

や
効
率
性
に
関
す
る
細
か
な

部
分
で
は
、
具
体
的
な
意
見

が
言
え
ま
す
。
介
護
を
要
す

る
高
齢
者
の
車
へ
の
乗
降
時

の
動
作
や
、
こ
こ
に
手
す
り

が
あ
れ
ば
い
い
な
ど
自
由
に

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
て
い

き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
超
高
齢
社
会

を
乗
り
越
え
て
い
く
に
は
、

医
療
や
介
護
分
野
以
外
の
産

業
と
も
連
携
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
お
互
い
の

強
み
を
生
か

し
、
業
種
を

超
え
た
話
し

合
い
は
、
す

ぐ
に
成
果
が

出
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
有
意

義
だ
と
感
じ

ま
し
た
。
そ

し
て
、
既
存

の
法
律
を
も

動
か
し
て
い

く
く
ら
い
の

勢
い
も
大
事

だ
と
改
め
て
思
っ
た
こ
と
で

し
た
。

（
在
宅
部
長　

廣
井
三
紀
）

年から、国民に大
人気の維新の立役

者「西郷どん」の大河ド
ラマが始まった。
　ある日、私は、日本最
北で寒いことと、旭山動
物園で有名な北海道旭

川市で大学の同窓会が開催され、もう行くこ
ともないかなあと思って参加した。旭川は屯
田兵の発祥の地であることは知っていたが、
偶然、屯田兵の歴史を知ることのできる北鎮
記念館を、自衛隊第2師団が管理していて、
見学して来た。ここは、旧日本陸軍第7師団
で、北方領土の守りとしてロシアと戦い、太
平洋戦争では、ガダルカナル、アッツ、キス
カ等の戦争で玉砕した部隊であることにも驚
いた。その展示品の中に、西郷隆盛の弟で、
海軍大将でもあった西郷従道の大きな肖像画
が飾られていた。彼は少しの間だったが、北

海道の開拓使長官をしていたらしい。
　10年以上前に、私は友人と共に台湾を旅
行した時、台湾南部の高雄市から南へバスで
数時間、最南端のガランピ岬に行ったことが
ある。ここは少数民族の高砂族の住んでいる
場所だと聞いたが、なんとここに、10メー
トル以上もの高さのある大きな石碑があり、
それは初代台湾総督だった西郷従道を記念す
る石碑だった。植民地として支配していた日
本人の石碑を、太平洋戦争が終わり、台湾が
独立した後も残してくれている台湾の国民の
心に感銘を受けたことを覚えている。西郷従
道が余程、度量の大きい、慕われた人物だっ
たのだろうと感じた。
　従道は西南戦争の時も隆盛に従わず、明治
政府に残って、数々の要職を歴任して、明治
時代の日本の文明開化に寄与している。兄貴
の隆盛が人気がありすぎて、その陰に隠れて
しまっていて、残念な気がするが…。

 

西
郷
隆
盛
の
弟 

 

西
郷
隆
盛
の
弟 

時 事
エッセー 今

在
宅
部
と
ダ
イ
ハ
ツ
が
送
迎
車
に
つ
い
て
意
見
交
換

細木病院
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11
月
10
日
、
細
木
病
院
新

館
地
下
高
行
記
念
講
堂
に
お

い
て
、「
第
2
回
学
術
集
会

in
細
木
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
、
関
連
施
設
の

職
員
も
含
め
て
1
8
7
名

の
参
加
が
あ
り
、
大
変
盛
況

な
学
術
集
会
と
な
り
ま
し
た
。

優
秀
演
題
に
は
、
診
療
部
と

高
知
市
北
部
地
域
高
齢
者
支

援
セ
ン
タ
ー
城
西
出
張
所
の

2
題
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

第
2
回
学
術
集
会
in
細
木

に
お
い
て
優
秀
演
題
賞
を
い

た
だ
け
ま
し
た
こ
と
を
大
変

嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
ず
は
こ
の
場
を
お
借
り
し

て
、
熱
心
に
ご
指
導
く
だ
さ

い
ま
し
た
堀
見
院
長
は
じ

め
、
諸
先
生
方
に
心
よ
り
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
発
表
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
「
治
療
法
選
択
に
悩
ま

さ
れ
た
喉
頭
蓋
嚢
胞
の
1

例
」
は
、
昨
年
8
月
に
高
知

県
医
師
会
学
会
で
発
表
し
た

も
の
を
本
集
会
用
に
再
構
成

し
た
も
の
で
し
た
。
医
師
会

学
会
は
経
験
豊
富
な
先
輩
医

師
に
対
す
る
症
例
報
告
に

フ
ォ
ー
カ
ス
を
絞
っ
た
構
成

で
あ
り
、
質
疑
内
容
に
関
し

て
も
予
測
が
立
て
や
す
い
も

の
で
し
た
。
し
か
し
、
本
集

会
用
に
再
構
成
す
る
に
あ
た

り
、
あ
ら
ゆ
る
医
療
職
に
対

す
る
症
例
報
告
、
並
び
に
質

疑
応
答
の
準
備
を
行
う
必
要

が
あ
り
、
俯
瞰
的
か
つ
多
角

的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
疾
患
に

関
す
る
勉
強
を
要
し
ま
し
た
。

短
期
間
で
学
会
発
表
、
学
術

集
会
発
表
と
発
表
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
で
、
度
胸
を
付

け
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
準
備
期

間
を
通
し
て
疾
患

に
対
す
る
多
角
的

な
観
点
か
ら
の
学

習
法
を
身
に
付
け

る
こ
と
が
で

き
た
と
強
く

実
感
し
て
い

ま
す
。

　

研
修
医
1

年
目
と
い
う

駆
け
出
し
の

時
期
に
、
こ

の
よ
う
な
素

晴
ら
し
い
機

会
を
与
え
て

い
た
だ
け
た
こ
と
は
、
今
後

の
自
分
の
医
師
人
生
に
お
い

て
も
貴
重
な
経
験
で
あ
り
、

生
涯
の
糧
に
な
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
月
日
の
流
れ
は
早

い
も
の
で
、
も
う
間
も
な
く

2
年
目
に
な
り
ま
す
が
、
今

後
も
細
木
病
院
だ
け
で
な
く

将
来
の
高
知
県
の
医
療
に
貢

献
で
き
る
よ
う
、
更
な
る
自

己
研
鑽
に
励
ん
で
い
く
所
存

で
す
。
こ
の
た
び
は
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
研
修
医　

小
林
修
） 　

超
高
齢
化
に
伴
い
、
入
院

さ
れ
る
患
者
様
も
認
知
症
を

患
っ
て
い
る
方
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
入
院
に

よ
り
認
知
機
能
低
下
が
み
ら

れ
る
こ
と
も
あ
り
、
認
知
症

に
対
す
る
高
度
な
知
識
と
良

質
な
技
術
の
必
要
性
が
増
し

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
細
木
病

院
看
護
部
で
は
、
平
成
28
年

度
か
ら
認
知
症
ケ
ア
に
対
す

る
取
り
組
み
を
行
い
、
副
師

長
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
昨

年
4
月
か
ら
認
知
症
ケ
ア
加

算
2
の
算
定
を
始
め
ま
し

た
。

　

今
回
、
認
知
症
ケ
ア
の
対

応
力
の
向
上
を
図
り
、
今
後

の
ケ
ア
に
活
か
せ
る
よ
う

に
し
て
い
く
こ
と
を
目
標

に
、
11
月
29
日
に
認
知
症
ケ

ア
実
践
報
告
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
今
回
は
病
棟
で
の
取

り
組
み
を
テ
ー
マ
と
し
、
①

帰
宅
願
望
の
あ
る
認
知
症
高

齢
者
の
対
応
、
②
繰
り
返
し

の
訴
え
が
あ
る
認
知
症
高
齢

者
へ
の
対
応
、
③
行
動
・
心

理
症
状
（
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
）
の
悪

化
を
防
ぐ
た
め
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
発
表
を
行
い
ま
し

た
。
参
加
者
は
86
名
で
、
細

木
ユ
ニ
テ
ィ
病
院
や
リ
ハ
ビ

リ
ス
タ
ッ
フ
等
か
ら
も
参
加

が
あ
り
、
質
問
も
活
発
に
行

わ
れ
、
認
知
症
ケ
ア
に
対
す

る
関
心
の
深
さ
が
伺
え
ま
し

た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、「
病
棟
で
同
じ
よ
う
な

経
験
が
あ
る
」「
自
分
自
身

の
学
び
と
な
っ
た
、
活
用
で

き
る
こ
と
が
あ
っ
た
」
等
の

意
見
の
ほ
か
、
た
く
さ
ん
の

コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
認
知
症
の
悪
化
を
予
防

し
、
身
体
疾
患
の
治
療
を
円

滑
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
今

後
も
病
院
を
挙
げ
て
日
々
研

鑽
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
新
3
病
棟
副
師
長

　

市
川
美
弥
）

◆
優
秀
演
題
賞
の

　 

　小
林
研
修
医
よ
り

認
知
症
ケ
ア

　
　
　実
践
報
告
会
開
催

細木病院

 『
第
2
回
学
術
集
会
in
細
木
』開
催
！

細木病院

演題 発表者
医療療養病棟における食事援助に
対する看護職と介護職の連携 南1病棟　看護師　田中さやか

地域住民の現状と病院・
支援センターとの関わり

～地域包括ケアシステムに向けて～

高知市北部地域
高齢者支援センター城西出張所
　専門相談員　西本かがり

医療安全上必要とされる
「下肢静脈エコー」導入経過と

今後の展望
臨床検査室係長
　臨床検査技師　亀井佳代

情報システム課　勉強会
「一火会」の取り組み 情報システム課係長　門田美紀

治療法選択に悩まされた
喉頭蓋嚢胞の1例 診療部　研修医　小林　修

認知症ケアの基盤作り
～認知症ケア加算2取得を通して～ 看護部　副看護部長　廣田明美

診療部の小林研修医の発表

高知市北部地域高齢者支援センター
城西出張所の西本専門相談員の発表
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こ
の
た
び
、「
生
命
の
基

金
」
か
ら
『
足
病
変
対
策
と

し
て
、
フ
ッ
ト
ケ
ア
の
実
践

で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
』

目
的
で
助
成
金
を
受
け
開
催

し
た
フ
ッ
ト
ケ
ア
研
修
会
を

無
事
修
了
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
研
修
会
は
、
7
月

21
日
、
9
月
13
日
、
11
月
14

日
の
全
3
回
開
催
し
、
3
回

と
も
参
加
し
た
当
院
の
看
護

師
と
介
護
福
祉
士
16
名
に
、

堀
見
院
長
か
ら
修
了
証
と
特

製
の
フ
ッ
ト
ケ
ア
・
バ
ッ
ジ

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

糖
尿
病
神
経
障
害
が
進

む
と
足
の
感
覚

が
に
ぶ
り
、
痛
み

や
痒
み
を
感
じ
に

く
く
な
り
、
キ
ズ

や
や
け
ど
に
す
ぐ

気
付
け
な
く
な
る

と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
高
血

糖
で
身
体
の
抵
抗

力
が
弱
く
な
る
た

め
に
、
細
菌
や
真

菌
（
水
虫
）
な
ど

の
感
染
症
に
対
す

る
抵
抗
力
が
低
下
し
、
キ
ズ

の
治
り
も
遅
く
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
態
を
放
置
し

て
い
る
と
、

潰
瘍
が
で
き

た
り
、
足
の

形
が
変
形
し

た
り
、
爪
が

ボ
ロ
ボ
ロ
に

な
っ
た
り

と
、
さ
ま
ざ

ま
な
足
病
変

が
起
こ
り
ま

す
。中
に
は
、

糖
尿
病
に
よ

る
合
併
症
が

原
因
で
「
足
を
切
断
」、
そ

し
て
「
歩
け
な
く
な
る
」
方

も
い
ま
す
。
ま
た
、
閉
塞
性

動
脈
硬
化
症
で

は
、
足
の
血
管

が
詰
ま
り
、
初

期
は
し
び
れ
や

冷
感
、
だ
る
さ

や
痛
み
な
ど
の

症
状
が
現
れ
ま

す
が
、
新
鮮
な

血
液
が
末
端
に

届
け
ら
れ
な
い

た
め
に
キ
ズ
が

治
ら
ず
、
感
染

を
起
こ
し
、
潰

瘍
化
や
、
悪
化
す
る
と
壊
疽

が
起
こ
る
こ
と
も
あ
る
病
気

で
す
。
こ
れ
ら
を
防
ぐ
た
め

に
は
予
防
や
ケ
ア
が
大
切
に

な
っ
て
き
ま
す
。
さ
ら
に
、

高
齢
に
な
る
と
、
目
が
見
え

に
く
く
な
っ
た
り
、
体
が
曲

が
り
に
く
く
な
っ
た
り
し

て
、
ご
自
分
で
爪
を
切
る
こ

と
も
ま
ま
な
ら
な
い
方
も
お

ら
れ
ま
す
。

　

1
回
目
の
研
修
会
で
は
、

長
山
千
紗
皮
膚
・
排
泄
ケ
ア

認
定
看
護
師
、
片
岡
典
代
糖

尿
病
看
護
認
定
看
護
師
、
香

川
直
子
フ
ッ
ト
ケ
ア
指
導
士

が
、
フ
ッ
ト
ケ
ア
に
関
す
る

講
義
を
行
い
ま
し
た
。
2
回

目
は
、
フ
ッ
ト
モ
デ
ル
（
足

の
模
型
）
を
使
用
し
演
習
を

行
い
、
3
回
目
は
、
お
互
い

の
足
で
演
習
を
行
い
、
フ
ッ

ト
ケ
ア
の
知
識
と
技
術
の
向

上
を
図
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
足
に
関
し
て
お
困

り
の
方
に
、
よ
り
専
門
性
の

あ
る
フ
ッ
ト
ケ
ア
を
提
供
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ピ
ン
ク
の
バ
ッ
ジ
を
つ
け
て

い
る
フ
ッ
ト
ケ
ア
研
修
修
了

者
に
ぜ
ひ
お
声
を
お
掛
け
く

だ
さ
い
。

〔
フ
ッ
ト
ケ
ア
研
修
修
了
者
〕

荒
木
有
桂
・
安
藤
清
香
・
北

岡
望
・
北
村
恵
・
小
谷
由
香
・

嶋
内
良
江
・
濱
田
佳
奈
・
廣

田
明
美
・
間
城
聡
美
・
三
橋

奈
々
・
宮
崎
智
子
・
森
田
渥

子
・
森
山
勝
法
・
山
﨑
靖
代
・

山
﨑
晶
子
・
山
本
美
里

（
研
修
企
画
担
当
・

 

糖
尿
病
看
護
認
定
看
護
師

　

片
岡
典
代
）

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
毎
年

11
月
25
日
を
含
む
1
週
間

（
平
成
29
年
は
11
月
19
日
〜

25
日
）
を
「
医
療
安
全
推
進

週
間
」
と
し
て
お
り
、
細
木

病
院
で
も
こ
の
時
期
に
合
わ

せ
て
例
年
、
医
療
安
全
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
、
職
場
の
「
時
計

合
わ
せ
」
と
、
各
部
署
、
職

員
に
医
療
安
全
に
つ
い
て
考

え
る
機
会
を
持
っ
て
も
ら

い
、
院
内
掲
示
を
し
て
職
員

や
患
者
さ
ん
に
対
す
る
啓
発

に
つ
な
げ
よ
う
と
「
医
療
安

全
川
柳
」を
企
画
し
ま
し
た
。

川
柳
本
来
の
良
さ
を
生
か

し
、
思
わ
ず
「
ク
ス
ッ
」
と

笑
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
心
が

「
ホ
ッ
」
と
和
ん
だ
り
、
は

た
ま
た
「
ド
キ
ッ
」
と
し
て

し
ま
う
作
品
が
集
ま
り
ま
し

た
。

『
五・七・五
』に

　
　
　
　医
療
安
全
を
込
め
て

細木病院

フ
ッ
ト
ケ
ア
研
修
修
了
者
16
名
誕
生
！

細木病院

フットケア研修会参加スタッフ

お互いの足でフットケア演習

フットモデルを使用した演習

病院長賞

医療安全
委員長賞

思
い
込
み

　

　
　慣
れ
た
時
こ
そ

　
　
　
　
　
　
　要
注
意

薬
剤
室

君
の
名
を

　

　
　呼
ん
で
も
誰
か
が

　
　
　
　
　
　返
事
す
る

ぽ
こ
ま
ま
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早
い
も
の
で
、
仁
生
会
に

お
世
話
に
な
っ
て
30
年
以
上

が
経
ち
ま
し
た
。
た
く
さ
ん

の
出
来
事
を
仁
生
会
と
共
に

歩
ん
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
振
り
返
れ
ば
、
若
い
頃

は
婦
長
さ
ん
に
よ
く
叱
ら
れ

た
も
の
で
し
た
。
右
も
左
も

分
か
ら
な
い
私
を
根
気
強
く

ご
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
先

輩
方
、
ま
た
力
を
貸
し
て
く

れ
た
同
僚
の
方
々
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
こ
ま
で

来
れ
た
の
も
細
木
秀
美
理
事

長
や
出
会
っ
た
た
く
さ
ん
の

職
員
の
皆
様
の
お
陰
と
心
か

ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
ず
ご

指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
人

か
ら
愛
さ
れ
る
病
院
を
大
切

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

昭
和
63
年
6
月
、
臨
時
現

場
栄
養
士
と
し
て
採
用
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
細
木
病

院
で
10
年
、
細
木
ユ
ニ
テ
ィ

病
院
で
20
年
、
短
く
感
じ
た

30
年
間
で
し
た
。
今
で
も
初

出
勤
し
た
調
理
場
風
景
は
記

憶
に
新
し
く
、
栄
養
管
理
課

の
皆
様
に
は
と
て
も
温
か
く

迎
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
ま
で
勤
務
で
き
た
の
は
諸

先
輩
に
ご
指
導
を
賜
り
、
支

え
て
い
た
だ
い
た
多
く
の
職

員
の
皆
様
や
家
族
、
友
人
た

ち
の
お
陰
様
だ
と
感
謝
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
仁
生
会
職

員
だ
か
ら
こ
そ
体
験
で
き
た

こ
と
や
多
く
の
出
逢
い
は
私

の
財
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
で
き
る
こ
と
、
必
要
な

こ
と
を
考
え
取
り
組
み
た
い

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

ま
っ
こ
と
ネ
ッ
ト
細
木

（
上
町
5
丁
目
ピ
ュ
ア
リ
フ

レ
ビ
ル
1
階
）
に
訪
れ
る
地

域
の
方
々
が
増
え
て
い
ま

す
。

　

1
月
26
日
の「
防
災
教
室
」

で
は
、
安
政
の
南
海
地
震
の

避
難
の
様
子
を
描
い
た
内
閣

府
監
修
の
「
稲
む
ら
の
火
」

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
ま
し
た
。
こ

の
話
は
、
昭
和
12
年
か
ら
昭

和
22
年
ま
で
の
11
年
間
、
尋

常
小
学
校
5
年
生
の
国
定
教

科
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
よ

う
で
す
が
、
そ
の
こ
と
を
知

る
地
域
の
方
が
い
て
、
時
代

を
超
え
た
つ
な
が
り
を
感
じ

ま
し
た
。
毎
月
第
3
金
曜
日

15
時
か
ら
開
催
し
て
い

る
防
災
教
室
。
2
月
は

「
日
用
品
で
応
急
手
当
」

で
、
災
害
時
に
役
立
つ

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

月
2
回
の
「
ま
っ
こ

と
講
座
」
は
、
在
宅
部

職
員
が
交
代
で
担
当
し

て
い
ま
す
。
12
月
は
ク

リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
を
一

緒
に
作
っ
た
り
、
1
月

の
「
感
染
症
対
策
」「
失
禁

予
防
体
操
」
の
話
も
「
い
い

勉
強
に
な
っ
た
」
と
、
参
加

者
か
ら
は
大
変
好
評
を
得
て

い
ま
す
。

　

1
月
30
日
は
、
高
知
市
社

会
福
祉
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー

と
地
域
の
ハ
ー
モ
ニ
カ

演
奏
の
男
性
が
タ
ッ
グ

を
組
ん
で
「
社
協
バ
ン

ド
新
春
コ
ン
サ
ー
ト
」

を
開
催
。
エ
レ
ク
ト
ー

ン
や
ギ
タ
ー
演
奏
に
合

わ
せ
て
、「
3
6
5
日

の
紙
飛
行
機
」
で
は
観

客
の
皆
も
合
唱
し
た

り
、リ
ズ
ミ
カ
ル
な「
情

熱
大
陸
」
の
演
奏
で
は

自
然
と
皆
の
身
体
が
動
い
て

い
ま
し
た
。
支
え
合
い
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
社
協
の

広
報
と
、
音
楽
を
通
じ
て
地

域
交
流
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
は

大
盛
況
で
、
こ
れ
を
き
っ
か

け
に
次
々
と
広
が
っ
て
い
く

の
で
は
な
い
か
と
ワ
ク
ワ
ク

し
た
こ
と
で
し
た
。

　

こ
こ
に
来
れ
ば
、
誰
か
と

つ
な
が
り
笑
顔
に
な
れ
る
、

そ
ん
な
「
ま
っ
こ
と
ネ
ッ
ト

細
木
」
の
活
動
を
今
後
も
ご

期
待
く
だ
さ
い
。
毎
月
の
予

定
表
は
、
細
木
病
院
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
。

（
在
宅
部
長　

廣
井
三
紀
）

つ
な
が
り
広
が
る
！ 

ま
っ
こ
と
ネ
ッ
ト
細
木

細木病院

永
年
勤
続
表
彰

　お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

仁生会

細木ユニティ病院
UN3 病棟  看護師
谷脇　貴美子

細木ユニティ病院
栄養管理室  管理栄養士・室長
前田　光代

永
年
勤
続
30
年

永
年
勤
続
30
年

　

仁
生
会
で
は
、
技
量
熟
練
の
永
年
勤
続
者
に
対
し
て
そ

の
労
を
ね
ぎ
ら
う
と
と
も
に
、
さ
ら
に
精
励
し
て
仁
生
会

の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
期
待
し
、
永
年
勤
続
者
表
彰

を
行
っ
て
い
ま
す
。
40
年
及
び
30
年
勤
続
者
に
は
表
彰
状

と
記
念
品
の
贈
呈
、
20
年
勤
続
者
に
は
表
彰
状
と
旅
行
代

金
及
び
当
該
旅
行
の
た
め
の
4
日
間
の
特
別
有
給
休
暇
を

贈
呈
し
て
い
ま
す
。
昨
年
12
月
の
各
施
設
の
忘
年
会
に
お

い
て
、
30
年
勤
続
2
名
、
20
年
勤
続
10
名
の
職
員
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
（
40
年
勤
続
は
該
当
者
な
し
。
）

社協バンドコンサート

防災教室「稲むらの火」
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11
月
5
日
、
日
頃
の
運
動

不
足
解
消
と
職
場
の
親
睦
を

兼
ね
て
、
日
帰
り
で
石
鎚
山

へ
登
山
に
出
か
け
ま
し
た
。

当
初
は
10
月
の
予
定
で
し
た

が
、
台
風
の
た
め
延
期
と
な

り
、
な
ん
と
か
今
回
、
晴
天

に
恵
ま
れ
登
山
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
11
月
に
入
っ

た
た
め
山
の
紅
葉
は
期
待
で

き
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
登
山
口
に
行
く
ま
で
に

は
色
鮮
や
か
な
山
の
景
色
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
高
地
は
空
気
が

冷
た
く
す
で
に
樹
木
の
着
氷

現
象
な
ど
も
み
て
と
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

早
朝
の
出
発
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
皆
気
合
を
入
れ
て

集
合
。
中
に
は
本
格
的
な
装

備
で
富
士
山
に
も
登
れ
そ
う

な
メ
ン
バ
ー
も
い
ま
し
た
。

準
備
は
万
端
、
意
気
揚
々
と

出
発
し
、
愛
媛
県
西
条
市
に

向
か
い
ま
し
た
。
登
山
口
に

着
く
と
、
山
は
恐
ろ
し
い
ほ

ど
寒
く
、
比
較
的
軽
装
備
で

あ
っ
た
私
は
「
こ
の
ま
ま
山

頂
ま
で
い
く
の
は
無
理
か
も

…
」と
不
安
に
な
り
ま
し
た
。

と
り
あ
え
ず
、
着
替
え
の
た

め
に
持
っ
て
い
た
服
を
中
に

着
込
ん
で
準
備
を
し
な
お
し

ま
し
た
。不
安
を
抱
え
つ
つ
、

石
鎚
山
山
頂
を
目
指
し
て
登

山
は
始
ま
り
ま
し
た
。

　

ほ
ど
な
く
し
て
、
体
も
暖

ま
り
、
気
温
も
上
が
っ
て
き

た
た
め
、憂
い
は
ぬ
ぐ
わ
れ
、

し
ば
ら
く
は
楽
し
い
登
山
が

で
き
ま
し
た
。
山
頂
近
く
に

な
る
と
『
二
の
鎖
』
と
書
か

れ
た
道
が
出
て
き
ま
し
た
。

気
軽
に
足
を
向
け
た
私
は
す

ぐ
に
後
悔
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
鎖
は
ほ
と
ん
ど
真

上
か
ら
垂
れ
下
が
っ
て
き

て
い
ま
す
。「
こ
れ
を
登
る

が
？
」と
絶
句
し
ま
し
た
が
、

行
く
し
か
な
い
よ
う
な
の

で
、
と
り
あ
え
ず
登
り
始
め

て
…
、
さ
ら
に
後
悔
が
増
し

て
き
ま
し
た
。
ス
ト
ッ
ク
を

手
に
持
っ
た
ま
ま
の
私
に
、

見
知
ら
ぬ
人
が
「
そ
ん
な
ん

持
っ
て
た
ら
危
な
い
」
と
注

意
し
て
く
れ
て
、
持
ち
あ
ぐ

ね
て
い
る
私
を
見
て
、
最
後

に
は
持
っ
て
上
が
っ
て
く
れ

ま
し
た
。鎖
の
道
は
険
し
く
、

必
死
に
鎖
に
し
が
み
つ
き
な

が
ら
、
さ
ら
に
途
中
で
動
け

な
く
な
り
、
崖
の
上
で
立
ち

往
生
し
て
し
ま
う
と
い
う
始

末
で
し
た
。
そ
ん
な
時
に
も

優
し
い
見
知
ら
ぬ
方
々
が
、

足
を
置
く
場
所
や
手
で
持
つ

べ
き
場
所
を
指
導
し
て
く
れ

ま
し
た
。
人
の
親
切
心
に
も

ふ
れ
、
何
と
か
山
頂
ま
で
上

が
る
こ
と
が
で
き
、
感
動
も

ひ
と
し
お
で
し
た
。

　

石
鎚
山
山
頂
に
着
い
て
皆

で
食
べ
た
お
弁
当
は
、
途
中

コ
ン
ビ
ニ
で
買
っ
た
も
の
で

し
た
が
、
と
て
も
お
い
し
く

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
順
調
に
無
事
下
山
す
る

こ
と
が
で
き
、
有
意
義
な
1

日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

（
デ
イ
ケ
ア
フ
レ
ン
ズ

看
護
師　

坂
本
美
穂
）

　

12
月
22
日
に
、
細
木
ユ

ニ
テ
ィ
病
院
6
階
ホ
ー
ル

に
て
『
ユ
ニ
テ
ィ
音
楽
祭

2
0
1
7
』
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
最
初
に
、
小
高
坂
双

葉
園
の
5
歳
児
の
園
児
が
登

場
し
、
合
奏
と
踊
り
を
披
露

し
ま
し
た
。
続
い
て
、
病
棟

の
患
者
さ
ん
や
デ
イ
ケ
ア
の

利
用
者
さ
ん
が
日
頃
の
音
楽

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成
果
を
発
表

し
ま
し
た
。
後
半
は
、
個
人

で
音
楽
活
動
を
し
て
い
る
外

来
患
者
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
演

奏
、
病
棟
患
者
さ
ん
の
キ
ー

ボ
ー
ド
と
歌
の
発
表
、
最
後

に
病
棟
患
者
さ
ん
が
考
え

た
『
ジ
ン
グ
ル
・
ベ
ル
』
の

振
り
付
け
を
会
場
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
行
い
、
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
発
表
し

た
患
者
さ
ん
か
ら
は
口
々
に

「
緊
張
し
た
！
」「
う
ま
く
で

き
て
良
か
っ
た
」
な
ど
の
感

想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
本
番

を
終
え
ホ
ッ
と
し
た
表
情
の

中
に
満
足
感
、
達
成
感
が
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

（
音
楽
療
法
士　

有
光
弥
生
）

細　　木
ユニティ
病　　院

ユ
ニ
テ
ィ
音
楽
祭
2
0
1
7

　
　
　
　
　
　
　

  

開
催
!!

石
鎚
山
登
山
記

細　　木
ユニティ
病　　院

山頂から望む雄大な景色
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ

の
加
入
は
、
一
般
的
に
は
75

歳
以
上
の
方
が
対
象
で
、
原

則
医
療
費
の
1
割
が
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
が
、
一
定
の

障
害
等
級
の
方
は
65
歳
か
ら

加
入
申
請
の
手
続
き
が
可
能

な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
申
請

に
は
以
下
の
よ
う
な
障
害
者

手
帳
等
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　

詳
し
い
内
容
等
に
つ
き
ま

し
て
は
、
各
医
療
機
関
の
医

療
相
談
員
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
）、
ま
た
は
各
市
町

村
の
後
期
高
齢
医
療
係
担
当

相
談
窓
口
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

（
細
木
ユ
ニ
テ
ィ
病
院

医
療
相
談
室　

杉
本
知
香
）

仁生会のホームページへ
http://jinsei-kai.c.ooco.jp/

NO.114
《売店》
細木病院 新館地下
０８８-８２２-７２１１（代）/内線１６１０
三愛病院 １階
０８８-８４５-５２９１（代）/内線２６０

皆様の
健康を願って

㈲積善会がお届けするインターネットショップ！
Ｚｅｎショップが新しくなりました。
　新製品も続々登場!!
　ぜひ一度ご覧ください。

http://store.shopping.yahoo.co.jp/zen-shop100

お話いっぱい、お歌30
曲、呼び名機能などな
ど とってもおりこうに
なって登場です！ 

「夢ねこプレミアム」
は本物そっくりのかわ
いらしい猫型ペットロ
ボットです。

童謡80曲、童話20話、
お話500通り以上！たく
さんのお歌やお話をし
てくれます♪

話す言葉は1550通り
以上！お歌は30曲！つぶ
らな瞳と愛らしい表情
が可愛らしい。バスガ
イドです。

㈲デジレクト ㈱アガツマ ㈱タカラトミーアーツ

ものしりパートナー
旅大好き! はるちゃん
10,800円（税込）

13,440円（税込）

遊びを通していろいろ
な言葉や左右など学ん
で遊べるおしゃべりぬ
いぐるみ。

アンパンマン
はじめてのおしゃべり48
8,618円（税込）

おててセンサー、おは
なしセンサー、おりこ
うモード、いつでもお
歌機能、呼び名設定、
自動スリープ
お歌とお話大好き
うたこちゃん
8,424円（税込）

もっとおはなし
ダッキー プリン

㈱タカラトミーアーツ

13,380円（税込）
夢ねこプレミアム

㈱セガトイズ

8,424円（税込）

お歌とお話大好き
マリー

㈱タカラトミーアーツ

お取り寄せ商品になります。ご注文は、積善会または、各売店
までお申し付けください。
 （人気商品のため、日数をいただく場合があります。）

いつも一緒に心を癒す ヒーリングパートナーいつも一緒に心を癒す ヒーリングパートナー

今月の健康目標『始めよう 家族みんなで 健康運動!!』

細木ユニティ病院細木ユニティ病院
♪♬♬♪

♬

音楽療法コンサートのご案内音楽療法コンサートのご案内
　
音
楽
に
は
人
の
心
を
癒
し
元
気
づ
け
る
力
が
あ
り
ま
す
。
音
楽
療
法
は
、

音
楽
の
持
つ
力
を
活
用
し
な
が
ら
、
心
身
の
健
康
維
持
・
増
進
、
生
活
の
質

の
向
上
を
促
進
す
る
療
法
で
す
。

　
細
木
ユ
ニ
テ
ィ
病
院
で
は
、
月
2
回
ほ
ど
、Ｓ
館
6
階
で
音
楽
療
法
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

し
て
い
ま
す
。 

　
無
料
で
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
一 

般
の
方
も
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
＊
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
公
共
の
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

佐
伯
北
斗（
ギ
タ
ー
）と
池
田
葉
子（
ギ
タ
ー・ウ
ッ
ド

ベ
ー
ス・鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ・フ
ル
ー
ト
）に
よ
る
重
音

集
団
で
す
。ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
デ
ュ
オ
を
中
心
に

ル
ー
プ
マ
シ
ー
ン
を
使
用
し
、演
奏
し
た
音
を
再
生
し
な
が
ら
さ
ら
に
音
を
重
ね

て
弾
く
と
い
う
手
法
で
2
人
の
音
を
何
層
に
も
重
ね
る
こ
と
を
実
現
。こ
れ
ま
で

県
立
牧
野
植
物
園
な
ど
で
の
演
奏
の
ほ
か
、2
人
が
経
営
す
る
C
a
f
e 

C
l
e
f（
ク
レ
フ
）で
も
月
2
回
の
定
期
ラ
イ
ブ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

第
395
回
◇ 

春
の
息
吹
コ
ン
サ
ー
ト

　3
月
30
日
（
金
）
午
後
2
時
〜

　出
演
：
輪
音

区分 障害等級等

身体障害者手帳
①1級、2級、3級の全部
②4級の音声言語機能障害
③4級の下肢障害の一部

療育手帳 A1、A2
精神障害者保健福祉手帳 1級、2級

国民年金証書・
障害年金証書等

障害基礎年金（障害年金、障害福祉年金、
老齢福祉年金の受給資格）
※該当する障害等級等により判断されます。

ご存じですか！？ ソーシャルワーカー
　　　　　からのミニ情報
ソーシャルワーカー

　　　　　からのミニ情報

一定の障害のある方の
後期高齢者医療制度への
加入について
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